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まちなか鳳雛塾

受験ふり返りレポート2022

とりあえずやってみる！きっと何かに繋がっているから

まずはとりあえず行動することが大事。受験勉強を通してそう

思いました。とりあえず誘惑物を視界に入れないようにする、と

りあえず机に座ってみる、とりあえず単語帳を開く、それだけで

十分です。勉強を始めてしまえばのってきます。始めるまでがき

ついだけです。

行動に移すことが大事ですが、行動に移すには目標を持つこと

が必要です。本当に行きたい大学、なりたい職業、そこで学びた

いこと、などなるべく具体的にきめることが大事です。皆さんが

ワクワクするようなことを1つ見つけてください。その思いが行

動に繋がります。

そして、読書をしてください。読書は語彙力、表現力、集中力

を高めるだけでなく教養としての知識も広がります。それが文章

の読み取り、読解力にも繋がると思います。また、勉強の息抜き

にもなります。

勉強には全てのことにおいて“繋がり”があると思います。多様

な人の考えに触れること、社会を知ること、新しいことに挑戦す

ること、このような自分の経験が入試での考え方、勉学の仕方に

も良い影響を与えると感じた1年でした。

小さな努力を少しずつ

高校3年間、特にこの1年間がすごく長く感じました。振り返る

と、自分の思い通りの結果になったことはほとんどありませんで

した。ワクワクもある分、ビクビクもたくさんあり、受験はとて

も大変でした。今の選択や行動で、自分の将来は大きく変わって

しまう。そう思うと、怖くて逃げ出したいと思ったこともたくさ

んありました。でも、逃げ出さずに最後の最後まで精一杯をやり

遂げることができたと思います。

正直、入学した時に思っていた卒業するときの自分とは大きく

違っているけど、自分の夢には確実に近づけました。日々少しず

つ積み上げた努力も、結果に結びつかないことの方が多いです。

失敗した時に、反省点を探し、どう次につなぐことができるか。

挫けずに、小さな努力を積み上げることができるか。この2つを

何度も何度も繰り返した先に、自分が思い描く未来があると思い

ます。

これからも、今自分がすべきこと、しなくてはいけないことを

よく考えながら、小さな努力を積み上げていきたいです。そして、

夢を叶えたいです。

受験勉強で後悔しないために

私は受験を通して後悔してることが2つあります。

1つ目は、志望校について気にしすぎて勉強が手につかなかっ

たことです。私は正直「ここに行きたい」と思える大学が見つか

らず、常に不安を抱えてました。しかし、志望校がはっきり定

まっていないからこそ、一旦志望する大学のことは置いといて、

まずは共通テストで点数をとることに意識を向ければよかったと

思います。共通テストで点数を稼いでおけば上位の大学を狙うこ

ともできるし、私立を共通テスト利用で受けることだってできま

す。なので、まずは皆さんに共通テストの重要さを分かっていて

欲しいです。

2つ目は、社会科目を早くから始めておけばよかったというこ

とです。社会科目は暗記が多いから後回しにしても大丈夫だろう、

秋から追いあげれば伸びるだろうと思っていました。しかし、

思っていた以上に社会科目にかけられる時間は少なく、すぐには

伸びてくれませんでした。加えて、社会科目は最終的には大きな

得点源となります。なぜなら、数学や国語と比べて問題の難易度

の変動が少ないからです。特に数学が苦手な文系の生徒なら、尚

更社会科目に時間をかけるべきだと思います。

私は、皆さんにこのような後悔をして欲しくないと思ってます。

受験は思うようにいかないことの方が多く、辛いことばかりです。

しかし、辛いことと引き換えに、きっと何かプラスになることを

手に入れられるはずです。一緒に頑張ってくれる友人や、先生に

感謝して、今目の前のことを頑張ってください！ 応援してます！

未来を見据えた勉強を

私は昨年8月の下旬まで部活動をしていたので、他の人たちよ

りも受験準備は遅れていたと思います。その上、まちなか鳳雛塾

に入塾したのも10月。共通テストまで残り3ヶ月しかない、とい

う状況でした。それまでは定期テストのための勉強しかしておら

ず、受験のための勉強というものがよく分かっていませんでした。

とりあえずは、と思って学校や塾の先生方から与えられた課題を

必死にこなしているうちに、共通テストや２次試験の難しさを知

りました。今思うと本当に馬鹿なことをしていたと後悔していま

す。そうした焦りの中で勉強していると、共通テストまでは本当

にあっという間でした。

本番前日には、急なトラブルなどもあり、不安な気持ちを抱え

たまま受験しました。それが終わってからはすぐに国公立前期試

験の対策を始めました。私立を受けなかった分、その対策に集中

できたので、多少の心の余裕を持って勉強できたと思います。

受験当日はただただ緊張していました。正直、どれだけ努力し

ても緊張も後悔もすると思います。

これから受験へ向けて勉強していく後輩たちはきっと私よりも

いいスタートがきれると思うので、今を楽しむことはもちろん、

未来を見据えた勉強もしていってほしいと願っています。

理系の受験生は数Ⅲや物理などで心が折れることもあると思い

ますが、勉強を続けていればいつか必ず理解できる瞬間が来るの

で諦めないでください。

受験を終えたばかりの高校3年生５名に、自らの経験をふり返って
もらいました。彼らの成長が感じられるとともに、後輩にもきっと
参考になる言葉がたくさんあるはずです。ぜひお読みください！

受験で得た経験

まず、受験の結果がどうであろうと僕は受験をしてよかったと

考えています。その理由は、生まれて初めて全国の人と競い合う

ことができたからです。そしてなにより、この経験は大学受験を

した人にしか経験できないことだからです。

僕が受験を通して後悔したことは、もっと質問をすればよかっ

たということです。その理由は、独学はある程度の学力がなけれ

ば、とてもハードルが高いものだと考えているからです。それと、

本質の理解が独学ではなかなか難しいと思ったからです。どんな

些細なことでも自分が誤解しているかもしれないから質問するべ

きだったと思います。

次に受験をしてよかったと思ったところは勉強をしていくなか

で、試行錯誤をする経験が出来たこと、そして習慣化の大切さを

身をもって体験できたことだと思います。これらの経験は生きて

いくなかで必ず必要になっていくものだと思います。

最後に、僕は決して大学入学がゴールではないと考えています。

なぜなら僕の夢はその先にあるからです。大学では、受験で得た

経験をフルに使って大学院に進学できるように頑張ります。



まちなかの予定お知らせ

3月

1 8日 先達との語らい (卒業生篇 )

2 1日 閉塾（春分の日）

2 4日 能登高終業式

2 5∼2 7日 高１・２春季学習会

４月

８日 能登高入学式

９~10日 高3記述模試

1 1日 高1スタディサポート

1 2~15日 高3修学旅行

29日 閉塾（昭和の日）
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まちなかの道草 Politics（政治）篇

■ 石川県知事選挙（模擬）投票イベント開催！

県知事選投票日を週末に控えた 3月8日 (火 )、塾内にて模擬投票イベント

を開催しました。集まったのは高校生６名とスタッフ４名。若年層の投票

率の低さが問題となっている昨今、まちなか投票所では、まだ選挙権を

持っていない 18歳未満の高校生も積極的に参加してくれました。

まずは前回（昨年秋に開催した衆院選直前・模擬投票イベント）のふり

返り。「右派左派ってなんだっけ？」「そもそも選挙ってなんで大事な

の？」といった基本から問い直しました。そして、参加者それぞれが特に

関心を持っている事柄（コロナ対策や教育、子育て、地域創生など）を３

つ選び、それらを意識して各候補者の政策を比較。また、「自分の関心ご

と・投票したいと思う候補者・その理由」を発表し合い、悩みつつ、さら

に検討を重ねます。

本物風の投票用紙に「推し」（応援したい人）の名前を記入し、投票！

模擬選挙戦の当選者が確定しました。バンザーイ！

政治（特に今回は県政）の如何は、みんなの暮らしに直結することを改

めて考える機会になりました。イベントの最初で高校生に「選挙はなぜ大

事？」と尋ねたところ、「自分たちの意見を話せる場だから！」と答えて

くれたことが印象に残っています。

石川県知事選挙の
「推し」を見つける会

▲選挙公報やネットで各候補者の政策を比較・検討

▲いざ投票！まちなかでの当選者が決定


